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市
で
は
、
市
民
や
事
業
者
の

み
な
さ
ん
に
自
主
的
に
環
境
保

全
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
「
に
い
が
た
環
境
行

動
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
プ
ラ
ン
は
、
市
民
編
、
民

間
団
体
編
、
事
業
者
編
の
３
編

か
ら
構
成
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
よ
り

よ
い
環
境
を
守
り
は
ぐ
く
ん
で

い
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
活

動
や
行
動
を
す
る
べ
き
か
な
ど

が
盛
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

市
民
編
で
は
、
大
量
消
費
や

廃
棄
型
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
見

直
し
を
テ
ー
マ
に
、
人
と
環
境

と
の
か
か
わ
り
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が

環
境
に
配
慮
し
た
日
常
生
活
で

の
実
践
を
目
指
す
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

民
間
団
体
編
は
、
環
境
保
全

へ
の
組
織
的
な
役
割
を
テ
ー
マ

に
地
域
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
、
事
業
者
編
で
は
、
循

環
型
社
会
に
向
け
た
事
業
活
動

を
テ
ー
マ
に
公
害
の
防
止
や
省

資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に

つ
い
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
で
も
地
球
温
暖
化

の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を

抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
市

環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
」
を

策
定
し
、
昨
年
７
月
か
ら
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
廃
棄
物
の
削
減

な
ど
に
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

「
に
い
が
た
環
境
行
動
プ
ラ
ン
」

を
実
践
し
て
も
ら
お
う
と
、
市

民
編
を
カ
ラ
ー
印
刷
見
開
き
Ａ

４
版
に
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
製
し
ま
し
た
。

あ
す
５
月
１
日
か
ら
配
布
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

配
布
場
所

市
役
所
本
館
・
分

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

親子米づくりチャレンジ教室
期日 ５月14日、８月６日、９月下旬
（日曜全３回） 定員 親子30組
内容 田植えや稲刈りの体験
申し込み ５月８日（必着）までに、は
がきに住所、親子の氏名・年齢・性別、
電話番号を記入し、〒951-8550農林課
（�内線2556）へ　※応募多数の場合抽選

関 屋 地 区 公 民 館
申し込み 同館（�266-4939）へ
�ふるさと関屋楽
日時 ５月13日～来年３月10日午後１時
半～４時（全10回） 対象 先着45人
内容 関屋地域の歴史・文化・自然の学
習、現地研修、資料の発掘・調査、ほか
参加費 500円
�絵本のひろば
日時 ５月12日午前10時半～11時半
内容 絵本の読み聞かせ
対象 親子先着15組

石山地区公民館

初心者レクダンス講習会
日時 ５月16・23・30日午前11時10分～
午後０時40分　
定員 先着20人
申し込み 同館（�286-5631）へ

東地区公民館 子育てサロン
日時 ５月１日～29日毎週月曜日午前
10時～午後２時　対象 未就園児と親
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�241-4119）へ

大形公民館

ちいきの茶の間～共育（ともだち）ひろば
日時 ５月17・24日午前９時半～正午
内容 子育ての情報交換、世代間の交流
対象 未就園児と親
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�270-8133）へ

坂 井 輪 図 書 館 読 書 会
日時 ５月10日午前10時～正午
会場 坂井輪地区公民館
テーマ図書 「夫と妻」永六輔著（岩波
新書） 申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 同図書館（�260-3242）へ

市役所周辺駐車場案内
市役所本館および分館の駐車場が混雑

している場合は、白山公園または陸上競
技場の駐車場を利用してください。
※市役所の用務での利用は、市役所駐車
場と同じ取り扱いとなります
�５月中旬までに周辺駐車場の混雑が予
想される日
期　日
２
３
４
７

９・10

夜
午後
午後・夜
午後
夜

11
12
13
14

16～19

午後・夜
夜

午後・夜　
夜
夜

時間帯 期　日 時間帯

市
民
編
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

館
案
内
、
地
区
事
務
所
、
連
絡

所
、
公
民
館
、
ほ
か

問
い
合
わ
せ

環
境
対
策
課

（
�
内
線
２
７
２
８
）
へ

市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
本
市

の
歴
史
に
親
し
み
、
学
ん
で
も

ら
お
う
と
「
に
い
が
た
歴
史
塾
」

を
開
講
し
ま
す
。

同
歴
史
塾
の
第
１
弾
と
し

て
、
５
月
23
日
か
ら
歴
史
探
求

実
践
セ
ミ
ナ
ー
「
古
文
書
の
読

み
方
」
を
開
催
し
ま
す
。

同
講
座
は
、
初
心
者
を
対
象

に
少
人
数
制
で
実
施
。
15
回
の

演
習
を
通
し
て
、
用
語
の
意
味

や
崩
し
字
の
読
み
方
、
内
容
の

解
読
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

古
文
書
は
、
私
た
ち
の
祖
先

が
記
し
た
書
類
で
す
の
で
、
読

め
な
い
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今

は
全
く
読
め
な
い
人
で
も
、
同

講
座
を
通
し
て
、
基
礎
的
な
江

戸
時
代
の
古
文
書
が
解
読
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

博
物
館
に
展
示
し
て
あ
る
古

文
書
を
読
ん
で
み
た
い
、
古
文

書
を
読
ん
で
歴
史
を
調
べ
た
い

と
い
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
今
後
、
に
い
が
た
歴

史
塾
と
し
て
「
郷
土
史
講
座
」、

「
古
文
書
解
読
講
座
」、
新
潟
の

人
々
が
使
っ
て
き
た
道
具
や
日

用
品
を
調
べ
る
「
民
具
の
見

方
・
調
べ
方
」
、
小
学
校
３
年

生
以
上
を
対
象
に
地
域
の
歴
史

に
触
れ
る
「
こ
ど
も
地
域
歴
史

探
検
」
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

�
古
文
書
の
読
み
方

日
時

５
月
23
日
〜
来
年
２
月

27
日
午
後
６
時
半
〜
８
時
半

（
第
２
・
４
火
曜
日
、
全
15
回
）

会
場

万
代
市
民
会
館

定
員

15
人

申
し
込
み

５
月
10
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
し
、
〒
９
５
１
・

８
５
５
０
歴
史
文
化
課
（
�
内

線
２
２
５
４
）
へ
　
※
応
募
多

数
の
場
合
抽
選

にいがた�
歴史塾�
�
古
文
書
の
読
み
方
�
参
加
者
募
集�

旧
新
井
郷
川
排
水
機
場
の
跡

地
に
、
濁
川
自
然
生
態
観
察
園

が
完
成
し
ま
し
た
。

同
園
は
、
市
の
緑
の
田
園
整

備
事
業
の
一
環
で
、
身
近
な
自

然
を
観
察
す
る
場
と
し
て
、
整

備
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

園
内
に
は
、
ト
ン
ボ
が
生
息

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
標

に
、
１
１
８
０
平
方
�
の
池
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
池
は
、

加
治
川
承
水
路
の
水
を
利
用

し
、
せ
せ
ら
ぎ
水
路
を
流
れ
、

ク
ワ
イ
や
ハ
ス
を
植
え
た
水
田

を
通
り
、
池
に
流
す
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
池
の
水
深
は
、

濁川�
Ｉ.Ｃ�

濁川公園�

濁川�
ふれあい農園�

濁川自然濁川自然�
生態観察園生態観察園�
濁川自然�
生態観察園�

サンスポーツサンスポーツ�
ランド濁川ランド濁川�
サンスポーツ�
ランド濁川�

新
井
郷
川

新
井
郷
川�

新
井
郷
川�

新発田川�新発田川�

至新発田至新発田�至新発田�国道７号国道７号�国道７号�

駐車場駐車場�駐車場�

加治川承水路�加治川承水路�

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
７
月
４
・

５
日
に
「
マ
ル
セ
太
郎
独
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

マ
ル
セ
さ
ん
は
、
形
態
模
写
、

映
画
再
現
芸
、
ひ
と
り
芸
、
喜

劇
の
脚
本
・
演
出
に
お
い
て
独

自
の
芸
境
を
開
い
て
い
ま
す
。

が
ん
と
闘
い
な
が
ら
、
精
力
的

な
活
動
を
続
け
、
ボ
ー
ド
ビ
ル

界
の
巨
人
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
も
な
い
空
間
で
た
っ
た
ひ

と
り
で
語
り
、
演
じ
き
る
独
演

会
の
な
か
で
も
、
マ
ル
セ
さ
ん

の
芸
の
真
骨
頂
で
あ
る
「
映
画

再
現
芸
」
と
「
立
体
講
談
」
の

代
表
芸
を
２
夜
に
わ
た
っ
て
お

送
り
し
ま
す
。

４
日
は
、
「
ス
ク
リ
ー
ン
の

な
い
映
画
館
」
と
し
て
小
栗
康

平
監
督
の
名
作
映
画
「
泥
の
河
」

を
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
丸
ご

と
語
り
尽
く
す
映
画
再
現
芸
を

披
露
。
５
日
は
、
新
国
劇
の
誕

生
を
独
自
の
視
点
か
ら
推
察

し
、
語
り
演
じ
る
、
立
体
講
談

「
殺
陣
師
段
平
物
語
」
を
お
送

り
し
ま
す
。

不
器
用
で
あ
っ
て
も
、
ま
っ

と
う
に
生
き
る
無
名
の
人
物
を

主
人
公
に
据
え
た
笑
い
と
感
動

の
芸
が
、
ス
タ
ジ
オ
Ｂ
と
い
う

小
劇
場
空
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
４
・
５
日
午
後
７

時
開
演

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ス
タ
ジ

オ
Ｂ

チ
ケ
ッ
ト

３
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）

※
５
月
２
日
か
ら

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
お
よ
び
市
内
の

主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

２
２
４
・
５
５
２
１
）
へ

りゅーとぴありゅーとぴあ�

７
月
４
・
５
日
�
マ
ル
セ
太
郎
独
演
会
��

変
化
を
も
た
せ
、
最
深
部
は
１

３
０
�
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の

種
類
の
植
物
や
ト
ン
ボ
が
生
息

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

池
の
ほ
と
り
に
は
、
観
察
舎

を
設
置
。
草
木
が
育
成
す
る
と
、

今
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
物
な

ど
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

濁
川
地
区
は
、
緑
の
田
園
整

備
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
市
民
が
自
然
や
農
業
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
場
を
つ
く

ろ
う
と
、
市
と
地
域
の
皆
さ
ん

が
一
体
と
な
っ
て
、
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

平
成
10
年
４
月
に
は
、
濁
川

ふ
れ
あ
い
農
園
が
オ
ー
プ
ン
。

土
と
の
触
れ
合
い
や
自
然
の
恵

み
を
楽
し
む
場
と
し
て
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

新
発
田
川
機
械
排
水
路
や
加
治

川
承
水
路
の
農
業
用
排
水
路
用

地
に
、
植
栽
、
通
路
な
ど
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

自
然
生
態
観
察
園
は
、
同
事

業
の
中
核
施
設
と
し
て
、
同
地

区
の
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

今
後
は
、
北
地
区
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
付
近
ま
で
の
加
治
川

承
水
路
沿
い
を
引
き
続
き
整
備

し
、
一
連
の
整
備
が
完
了
す
る

と
、
こ
の
地
区
に
は
水
と
緑
と

花
に
囲
ま
れ
た
田
園
ラ
イ
ン
が

出
来
上
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
地
課
（
�
２

５
７
５
）
へ

４
月
18
日
に
、
市
會
津
八
一

記
念
館
と
早
稲
田
大
学
會
津
八

一
記
念
博
物
館
が
、
交
流
に
関

す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

同
協
定
に
は
、
両
館
の
所
有

す
る
収
蔵
資
料
の
相
互
利
用
、

収
集
情
報
の
相
互
交
換
、
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
同
協
定

の
締
結
に
よ
り
、
八
一
の
業
績

を
顕
彰
す
る
両
館
の
関
係
を
密

接
に
し
、
八
一
の
研
究
や
文
化

的
交
流
を
深
め
、
八
一
の
書
を

は
じ
め
と
す
る
芸
術
・
文
化
の

社
会
的
振
興
を
共
に
図
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
提
携
に
つ
い
て
、
市
會

津
八
一
記
念
館
の
小
柳
マ
サ
館

長
は
「
い
わ
ゆ
る
姉
妹
館
の
関

係
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
気

楽
な
気
持
ち
で
研
究
の
成
果
な

ど
を
教
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
協
定
を
、
八
一

業
績
を
全
国
に
向
か
っ
て
発
信

し
て
い
く
契
機
に
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
10
年
５
月
に
開

館
し
た
早
稲
田
大
学
會
津
八
一

記
念
博
物
館
の
高
橋
榮
一
館
長

は
「
開
館
当
時
か
ら
こ
の
よ
う

な
協
定
を
望
ん
で
い
た
。
よ
う

や
く
機
が
熟
し
た
と
い
う
感
じ

だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
っ
て
い
る

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
補
い
合
い
、

効
果
的
な
展
覧
会
な
ど
を
実
施

し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

調
印
す
る
両
館
館
長

濁
川
自
然
生
態
観
察
園
（
上
）
と
位
置
図
（
下
）

大 畑 少 年 セ ン タ ー
申し込み 同センター（�228-4100）へ
�父の日プレゼントづくり～陶芸でマグ
カップをパパにプレゼントしよう
日時 ５月13日・27日午前10時～正午
対象 小・中学生先着30人
参加費 500円
�学生たちのエンジョイプラン＆笹だん
ごづくり！
日時 ５月21日午前９時半～午後２時半
対象 小・中学生先着40人
参加費 800円

會津八一の歌を読む会
日時 ５月６日～来年３月３日第１土曜
日午後２時～４時　
会場 寄居コミュニティハウス
定員 先着10人　参加費 11,000円
申し込み 市會津八一記念館（�222-
7612）へ


